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感動のすばらしい「第７５回卒業証書授与式」でした！ 
 ３月１１日（金）に本校体育館で令和３年度第７５回卒業証 

書授与式が行われました。コロナ禍の中、何かと制限される部 

分の多い中、多くの保護者の皆様をお迎えし、盛大に行われま 

した。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ご来賓の方々 

の出席はなし、式の内容も簡素化しての実施でした。約１時間 

の式典でしたが、卒業生・２年生の在校生・保護者、私たち教 

職員ととても感動したすばらしい卒業式でした。式後もなかな 

か担任の先生や部活動の先生との別れを惜しむかのように、い 

つまでも記念写真を撮っている姿が印象的でした。また、多く   （立派な卒業証書授与式より） 

の保護者の皆様より温かな御礼のお言葉をいただきました。私自身、保護者の皆様の様子を拝見させ

ていただき、改めまして本校の強みである「保護者のすばらしさ」を感じることができました。最後の

各クラスの学級活動では、どのクラスも生徒たちより最後の別れの挨拶がありました。男子生徒も女

子生徒も我慢しきれず、思わず涙を流す生徒が大半でした。私自身ももらい泣きしました。 

最後に、卒業式での校長式辞の一部分を紹介させていただきます。 

 ・・・・一例を挙げますと、今年度の校内文化祭、いろいろと制限される中での開催でしたが、「篝火（か

がりび）～照らそう世界 照らそう未来～」をテーマに掲げ、感動あるすばらしい内容のものを創り上げてい

ただきました。全校生徒が考えを出し合い、創意工夫をし、協力し合って取り組む姿は、本校が目指す学習

テーマである「協同的な学び」の集大成の発表の場でありました。改めまして、本校生徒のパワーとまとま

りを感じると共に、１、２年生の先頭に立ってうまく引っ張ってくれた７９名の卒業生の皆さんには、心よ

り感謝いたします。 

                 ・・・・本来であれば、学校生活は休み時間や放課後、給食の時間な 

ど、友だちやクラスメイト、先生方とたわいもないことで、大声で笑った 

り、じゃれ合ったりと過ごす、楽しいひとときですが、マスクの着用・密 

を避けるなど、学校生活全般においても、制限される部分が数多くあり 

ました。 

そんな中、私たちに勇気を与え前向きにさせてくれた言葉があります。 

校内文化祭でのある女子生徒の挨拶、「私たちは新型コロナウイルスに 

屈してなどいられません。大きな世界のアクシデントを乗り越えて、新

しく進化した形の文化祭を今こそスタートさせましょう。」次に、生徒会役員選挙での立会演説会でのある

男子生徒の応援演説、「今はコロナ禍によって、生徒会には常に今までにはない新しいことを求められる時

代になっています。実際、僕たちはリモートでの新入生歓迎会や生徒会総会などの、新しいことに取り組ん

できました。そんな生徒会に今必要なのは、様々の状況に対応して、計画を立てる柔軟な発想力を持ち、自

分が中心となって動いて、西中の新しい未来を一から創り上げていく、そんな人物だと僕は思います。だか

ら、「行動力」と「アイデアの多さ」を持ち合わせた 〇〇くんなら、きっと西中の未来を切り拓いてくれる

と思います。これらの言葉には学校長である私自身の心も前へと動かしてくれました。 



・・・・また、卒業後は７９名が別々の進路を歩むことになりますが、これからも私たちは一枚岩、ワンチー

ムです。もしも、「西中の友だちが困っている姿を見かけたら、声をかけてあげてください。」「自分が何か

に悩んでいたら、西中の友だちに相談してください。」そんな思いや優しさを今後もずっと変わることなく

持ち続けてほしいと願っています。 

・・・・そして、今日まで、本校の教育活動に寄せられましたご理解とご協力に対 

しまして、厚く御礼を申し上げます。ありがとうございました。変化の激しい、しか 

も予測の難しい今の社会において、家族の愛情と絆は、何よりも大切です。今後とも 

将来の自立を見すえながら、子供たちを支えていただきたいと思います。 

結びに、ある歌の一文をご紹介させていただき、式辞とさせていただきます。 

  いつも隣でふざけていた君が うつむきながら肩を揺らし  

「また会おうね」とつぶやく 卒業は別れじゃないことを知るのは  

今よりももっと大人になった時 その日までそれぞれの道を歩いて つまづいて 振り返り  

きっと きっと また会う日まで 

新たな夢と希望へ向かって歩み出す大切な節目の日、私たち西袋中学校教職員一同、これからもず

っと応援しています。日々の努力を大切にし、皆さんの前途が輝きに満ちたものとなることを祈念す

るとともに、まだまだ、日常生活の中でのマスクを着用する生活が続くと思いますが、どうか健康に留

意され、今後の楽しい学校生活を送ってください。 

令和４年３月１１日                 須賀川市立西袋中学校長 馬場廣明 

皆勤賞（３年間無欠席）生徒、１２名に表彰！！ 
 卒業式の前日である１０日（木）に表彰式を行いました。３年間欠席しないことは、そう簡単にはで

きません。本人の努力はもちろん、ご家族の協力も必要です。たいへんな名誉なことです。本当に頑張

りました。おめでとうございます。 

【３年１組】 ●●  ● さん、●● ●● さん 

【３年２組】 ●●  ● くん、●● ●● くん、●● ●● くん 

       ●●●●● さん、●● ●● くん 

【３年３組】 ●●●●● さん、●●  ● くん、●● ●● さん 

       ●● ●● さん、●● ●● くん 

令和４年度は、君たち１、２年生の活躍する年です！ 
 令和３年度が間もなく終わり、いよいよ１・２年生が中心となって活躍する令和４年度がスタート

します。当然のことではありますが、もう気持ちの準備はできていますか。特に２年生は３年生に進級

後の学校生活は全て（毎日の学習・学校行事・中体連大会など）が最後となってきます。今まで以上に

一日一日を有意義に過ごす必要があります。全てにおいて有終の美が飾れることを期待しています。

「努力は人を裏切りません。」しかし、その努力は毎日の積み重ねがあって初めて威力を発揮します。 

御礼  いろいろとありがとうございました！！ 
 今回の学校だよりが紙面で配付する最終号となります。修了式や離任式のお知らせ等を含めたものをあと１号

作成する予定です。しかし、春休みにも入ってしまうためホームページ上でのみのお知らせとなりますので、ご理

解とご了承のほどよろしくお願いいたします。学校だよりは週１回、ホームページは出張等で不在にならない限

り、１日５回の更新をさせていただきました。毎回多くの方々にご覧いただきましてありがとうございました。ぜ

ひ次年度も継続していきたいと思いますので、次年度も変わらぬご指導とご協力をよろしくお願いいたします。

１年間、たいへんにお世話なりました。 

～本校ホームページのアクセス数が１２３万２千件を突破！いつもご覧いただきありがとうございます。～ 


